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　財団法人 埼玉県サッカー協会は新たに「公益財団法人 埼玉県
サッカー協会」として前に進んでいきます。
 日頃は公益財団法人 埼玉県サッカー協会の事業に対し、ご理
解とご協力を賜り誠にありがとうございます。活動や運営を支え
て下さいます関係者全ての皆さまのご尽力に対し、ここにあら
ためて厚く御礼申し上げます。
　東日本大震災から１年が経ちました。被災地の復興にはまだ
長い時間が必要と感じています。被災した方々に心からお見舞
い申し上げると共に一日も早い復興をお祈りしております。公益
財団法人 埼玉県サッカー協会では今年も引き続き復興支援活動
に取り組んでいく所存です。活動には皆さまのご理解とご協力
が必要です。どうか復興のためにお力添えくださいますようお願
い申し上げます。
　さて、埼玉県サッカー協会は理念の実現のため、協会組織と
しての充実を図るべく、これまで数年間をかけて、今年４月から
の公益財団法人を目指して準備をしてまいりました。この度、埼

祝、公益財団法人移行 　　　　　　　　　　 会長　相川　宗一

第１回、第２回理事会開催

玉県より認定をいただき、本日、４月１日から新たに公益財団法
人として活動することとなりました。公益財団法人に向けての準
備にご協力くださいました皆さまに心から感謝申し上げます。
　公益財団法人として認定されたということは、埼玉県サッカー
協会の事業自体が公益であると認められたということです。私
ども公益財団法人 埼玉県サッカー協会のスタッフは、公益とい
うものをしっかり理解し、今まで以上に公益に適う事業を推進
する責任ある立場になったという自覚を持って、事業に邁進する
所存です。
　公益財団法人 埼玉県サッカー協会が掲げる「われわれは、サ
ッカーを通じて人々に夢や感動を与え、郷土埼玉に豊かなスポー
ツ文化を育み、地域社会に貢献するとともに、日本サッカーの
発展に寄与します」という理念にもう一度立ち返り、明確な目
標をもって進んでまいります。
　今後とも公益財団法人 埼玉県サッカー協会をご支援いただき
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

●４月２７日　第１回理事会（於：さいたま共済会館）
　　第１号議案 平成２４年度予算（案）
　　第２号議案 公益目的事業における諸経費の基準に関する 
  規定（案）
　　第３号議案 専門委員長・種別委員長の選任について
　　第４号議案 ミッション特別委員会委員長及び委員の選任 
  について
　　第５号議案 事務局長の選任について
　　第６号議案 常勤役員の報酬について
　　第７号議案 功労賞候補者

●６月５日　第２回理事会（於：さい
たま共済会館）
　　第１号議案 平成２３年度事業 
  報告
　　第２号議案 平成２３年度決算 
  書監査報告

　主なものとしては、公益法人とし
て謝金などの金銭規定を設ける必要
があり、第２号議案において「県協
会が主催する会議、大会、講習会、
研修会等への派遣を受け、役員活動
に携わった者に交通費２,０００円を支
給することができる」としました。合
わせて審判や講習会講師などの謝金

が決まりましたので、各自必要に応じてご確認ください。
　新副会長に岡田泉氏（SFA 審判委員長）、新事務局長に坂庭
泉氏（SFA 技術委員長）が選任されました（人事については、
４ページ参照）。
　予算、決算につきましては、公式ウェブサイトに掲載しており
ますので、ご確認ください。
　また、６月２５日に、新法人となって初めての評議員会が開催
されました。公益財団法人となり、今後、決算については理事
会で議決し、評議員会で承認されることになりました。引き続き、
SFA へのご支援とご理解を賜りますよう、お願い致します。



No.60 2012.7.10 ●Wonderful Saitama

2 ●

　また、直近におきましても、埼玉県サッカーの発展に寄与さ
れました方々にも ｢ 功労賞 ｣ をお贈り致します。本日はご欠席と
なっておりますが、昨年の ｢ なでしこジャパン・世界一 ｣ という
快挙を成し遂げられた皆様。そして、埼玉に脈々とつながる ｢ 日
本一 ｣ の栄冠を手にされた浦和レッズレディースジュニアユース
の選手の皆様につきましては埼玉県民が誇りとするところであり
ます。
　本日はささやかではございますが、ご歓談をいただく場を設
けております。
　最後になりましたが、皆様のご健勝と今後ますますのご活躍
をお祈り申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

新 井 　 萬 作  石 澤 　 君 男
浦和レッズレディースジュニアユース 小 川 　 時 雄
熊 谷 　 紗 希  倉 持 守 三 郎
佐 々 木 則 夫  紫 藤 　 　 實
菅 野 　 一 郎  鈴 木 　 嘉 三
関 口 　 勝 久  戸 苅 　 晴 彦
中 島 　 幸 雄  長 竹 　 義 廣
仲 西 　 駿 策  中 山 　 　 洋
新 田 　 雅 男  貫 井 　 　 進
原 田 　 　 宏  広 羽 　 良 一
藤 井 　 泰 光  松 本 　 暁 司
丸 山 　 正 董  宮 田 　 典 男
矢 嶋 　 理 子  矢 野 　 喬 子
山 郷 の ぞ み  吉 川 　 五 郎
吉 野 　 　 武  

相川宗一会長

浦和レッズレディースジュニアユース 下山薫監督

広羽良一さん 最年長の原田宏さん

功労賞表彰式開催
〜おめでとうございます〜
　去る６月５日、さいたま共済会館にて、功労賞表彰式が開催
されました。２８名の皆さんと１チームに SFA からお祝いを差し
上げ、ささやかではありますが、祝宴を催させていただきました。
皆さん、懐かしい顔と出会えたでしょうか。今後ともよろしくお
願い致します。

祝　辞　　　　　　　　〜会長 相川宗一〜
　本日は公益財団法人 埼玉県サッカー協会にとりまして、特別
な一日となりました。
　本協会は本年四月一日より ｢ 公益財団法人 ｣ として、新たな
一歩を踏み出すと同時に、埼玉県サッカーの振興と発展にご尽
力をいただいた皆様方を ｢ 功労賞 ｣ として表彰をさせていただ
くことと致しました。その記念すべき第一回目の表彰式にご出席
されました皆様方にまず、御礼を申し上げます。
　四年前、平成二十年に埼玉サッカーは百年の節目を迎え、同
年十一月には盛大な記念パーティーを挙行しました。百年という
長い歳月を振り返りますと、埼玉県が ｢ サッカー王国 ｣ の名を欲
しいままにした栄光の時代が真っ先に思い起こされます。しかし、
栄光をつかむ過程におかれましては、皆様方の血が滲むような
努力と、サッカーに対する比類なき情熱を傾けられた賜物であ
ろうと存じます。枚挙にいとまがないほどの、幾多のご苦労が
おありになったと思います。その歴史に燦然 ( さんぜん ) と輝く、
皆様方の功績をここに表彰させていただきます。
　貴重なご経験・ご体験をされた皆様方にあらためて ｢ 功労賞 ｣
をお贈りすることができますのは、埼玉県サッカー協会と致しま
して、この上ない喜びとするところでございます。
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受賞された皆さんと SFA 役員

吉川五郎さん 矢嶋理子さん 戸苅晴彦さん 横山副会長

小川時雄さん 菅野一郎さん 紫藤　實さん 藤井泰光さん

訃報　去る 6月 26 日に原田宏さんがお亡くなりになりました。
　　　享年 94 歳。心からご冥福をお祈り致します。
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　６月１６日に、埼玉スタジアムにおいて「２０１２年度 JFA４７都道
府県協会訪問会議」が開催されました。SFA側は横山、星野両
副会長をはじめ、各専門委員会・種別委員会の委員長が出席し、
ＪＦＡの真田幸明総務部長、漆間亜美香ＰＨＱ部員から説明をい
ただきました。
　JFAより説明があったのは２点。「業務プラン２０１３の進捗状況
とアクションプラン２０１５の達
成に向けて」、「スポンサーシ
ップについて」でした。特に
前者においては、登録者数の
掌握と拡大に向けた取り組み
についての説明でした。
　出席された皆さん、お疲れ
様でした。

　１年がかりの最終予選ですので、いろいろなことがあるでしょ

うが、常にベストを尽くして試合に挑んでもらいたいものです。ま

た川島永嗣選手だけでなく「埼玉産」の選手が一人でも多く、日

本代表の一員として活躍してくれることを期待しています。

　初戦のオマーン戦は、６３,５５１人もの観客の皆さんに集まって

いただき、埼玉スタジアムの新記録を打ち立てました。９月１１日

には埼玉スタジアムで元日本代表監督であるジーコ氏率いるイラ

クと対戦します。また多くの県民の皆さんに観戦していただきた

いと思っています。

　７月１日に日産スタジアムにおいて、２００２年 FIFA ワールドカッ
プ１０周年記念 JFA サッカーフェスタが開催されました。そのイ
ベントの一つとして、「２００２FIFA ワールドカップ １０周年記念　
～日韓交流サッカー（U ー１０）ファイナルステージ～」が開催され
ました。開催県を代表して、秩父・
花の木サッカースポーツ少年団の子
どもたちが出場しました。楽しかっ
たでしょうか？　お疲れ様でした！

　日本代表は、ブラジルに向けての最終予選をここ埼玉からスタ

ートさせました。６月３日にオマーン戦、８日にヨルダン戦と２戦

連続で開催され、それぞれ３—０、６—０と内容も含めて圧勝しま

した。どちらも比較的早い時間帯で先制することができ、幾度と

なくビッグチャンスが訪れ、観客の皆さんには楽しんでもらえた

試合になったと思います。続く、アウェイでのオーストラリア戦は

１—１のドローとなりましたが、いいスタートを切ったのではない

でしょうか。

専門委員長

　フェアプレー・規律委員長	 柴㟢　康之
　財務委員長	 小高　達朗（新任）
　技術委員長	 坂庭　　泉
　審判委員長	 岡田　　泉
　広報委員長	 荒川　裕治（新任）
　施設委員長	 二瓶　省三
　医事委員長	 鶴岡　　明
　科学委員長	 西川　誠太
　総務委員長	 松本　利春
　（各委員は公式ウェブサイトに掲載します）

種別委員長

　１種委員長 天沼　達也
　２種委員長 森田　洋正（新任）
　３種委員長 柏　　悦郎
　４種委員長 秋山　和雄
　女子委員長	 矢嶋　理子（新任）
　シニア委員長	 大木　正幸
　フットサル委員長	 髙橋　昭夫
　（各委員は公式ウェブサイトに掲載します）

２０１２年度ＪＦＡ４７都道府県協会訪問
会議開催

２００２FIFAワールドカップ１０周年記念
〜日韓交流サッカー（Uー１０）ファイナルステージ〜 開催

２０１４FIFA ワールドカップブラジル
アジア最終予選開催

公益財団法人埼玉県サッカー協会・各委員長（平成２４〜２５年度）
SFA ミッション特別委員会

　委員長	 横山　謙三	 副会長兼専務理事
　委　員	 星野　隆之	 副会長
　委　員	 岡田　　泉	 副会長兼審判委員長
　委　員	 柴㟢　康之	 フェアプレー・規律委員長
　委　員	 小高　達朗	 財務委員長
　委　員	 坂庭　　泉	 技術委員長
　委　員	 荒川　裕治	 広報委員長
　委　員	 二瓶　省三	 施設委員長
　委　員	 鶴岡　　明	 医事委員長
　委　員	 西川　誠太	 科学委員長
　委　員	 松本　利春	 総務委員長
　
事務局

　事務局長	 坂庭　　泉（新任）
　事務局員	 古市　純美
	 狩野智津子
	 小豆澤直登
	 佐々木亮旦

( 写真提供／秩父・花の木サッカースポーツ少年団 )



No.60 2012.7.10 ●Wonderful Saitama

● 5

　去る４月３日から４日間、J-Green 堺において「“Live Your Goals” Girls Festival 中学校女子サッカー部フェス
ティバル」が開催されました。全国から８チームが参加し、県内からは、さいたま市立原山中学校と富士見市立西中
学校の生徒たちが参加しました。トレーニングだけでなく、なでしこジャパンとブラジル女子代表の試合を観戦する
など、いい経験ができたようです。

“Live Your Goals” Girls Festival 
　中学校女子サッカー部フェスティバルに参加して

さいたま市立原山中学校 女子サッカー部監督　長谷川百合矢

　一番の収穫は、とてもよい環境でボールを蹴ることができ
たことです。普段はグラウンドの端を使っていますので、パス
やシュートの練習ではイレギュラーが多く、なかなか精度を求
めることが難しいのですが、多くの生徒が人工芝の上でロング
キックの感覚をつかんで帰ってきてくれました。驚くほどボー
ルを蹴ることができるようになりました。
　生徒９人に指導者が１人という割合で指導をしていただきま
した。わかりやすくかつ、とにかく誉めていただけたので、生
徒たちは気持ちよく練習に参加していたのが印象的でした。
また、空き時間にも気さくにアドバイスをしていただいたこと
は、生徒たちにプラスでした。個人的に、私は誉めることが
不得手なだけに、コーチングの声がけは参考になりました。
　今回、私は１日だけの帯同でしたので、保護者の方々にコー
チとして参加していただいたところ「今まで以上にサポートを
したい」と申し出ていただくなど、意識の高くなったことはと
てもありがたいことでした。トレーニングメニューだけでなく
体調管理の仕方なども指導していただいたことも、とても有
益でした。
　ほとんどの生徒たちは「浦和」という土地柄、Ｊリーグなど
男子の試合の観戦はしているのですが、なでしこジャパンの
選手たちのプレーを間近に見ることは初めてでした。その球
際の強さ、声の大きさ、パスの正確性など、かなり影響を受
けたようです。
　「ロングキックが飛ぶようになった」「パスをもらった後、自
分が次のパスを出しやすい位置にコントロールできるようにな
った」「パススピードが速くなった」「一生懸命やって、サッカ
ーを楽しむことを学んだ」「サッカーを自分からやるようにな
った」。これらは生徒たちの声の一部ですが、本当に楽しかっ
たようです。
　原山中学校の活動が今後の女子サッカーの発展に少しでも
貢献できればと考えています。また、中体連の大会が無い中
でもがんばっている女子生徒が希望や目標を持って参加できる
この企画を続けていただければと思っています。ありがとうご
ざいました。

富士見市立西中学校 サッカー部監督　丸山　丁士

　富士見西中サッカー部は、現在５４名の部員がいます。うち
２０名が女子です。隣の富士見台中からも２人来ています。技
術的に男子と同等にできるのは１名いますが、彼女はジェフ千
葉レディースに所属しているので、そちらを優先して活動して
います。
　女子部員を受け入れ始めたのは、今の３年生が入学したとき
からです。それまでも毎年一人くらい「女子はダメですか？」と
聞いてくる生徒がいたのですが、あの年は１２名も希望者があ
り、認めることにしました。ちょうど私自身、ＳＦＡ審判委員
会の女子担当となったこともあり、偶然ではありますが巡り合
わせを感じました。ただ、女子の指導経験は無かったもので
すから、元エルフェン狭山の監督をされていた、当時飯能・美
杉台小学校の校長でいらした佐藤さん（仁威氏）にお願いして、
週に一度指導していただきました。昨年から、県Ｕ−１５リーグ
に参加させてもらい、活動を続けているところです。
　私も４日間帯同しましたが、子どもたち誰もが「帰りたくな
いです」と言うのです。堺のきれいで恵まれた環境を経験で
きたこともありますが、これまで合宿の経験も無かったもので
すから、得るものが本当に多かったと思います。
　技術的にはとにかくコントロール、キックという基礎を学び
ました。パスをつなぐ意識も高くなりました。また周りも見え
るようになり、積極的に楽しんで練習することを学んでくれま
した。同時に、ナショナルトレセンのスタッフの皆さんから「時
間を大切に」と事ある毎に言われたことで、サッカーに取り
組む自覚が出てきたようです。あっという間の４日間でしたが、
大人になったような気がします。今では、男子と同じメニュー
でトレーニングしていますし、男子相手にトレーニングしてい
ます。まあ、男子の方が恥ずかしがっているようですが（笑）。
練習を見ていると、男女ともいい意味での相乗効果が出てい
るようです。これからも楽しみです。

「驚くほどボールを蹴ることができるよう
	になりました」

「あっという間の４日間。	大人になったよ
	うな気がします」

( 写真提供／丸山丁士 )
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対  談  　

「埼玉を強くしたい」

「勝ちにこだわってほしい」（河本）

——ご多忙のところ、お集まりいただき、ありがとうございました。
早速ですが、まずはお二人から、埼玉の高校サッカーの現状を
どう認識されているのかをお聞かせください。

河本　サッカーというのは、攻撃
側から守備側になった場合、相
手のボールホルダーにプレッシン
グをかけていきます。基本的に
守備側が数的優位でいれば、点
を取られることはないのです。攻
撃においては、ポゼッションを
しながら、フィニッシュに持って
行く力、形があるのが理想です。
しかし、こういうサッカーがなか
なかできないのが現状です。
　私としては、この高校の３年間
の中で、真剣勝負で「勝ち」を経
験させることにこだわって欲しいと願っています。サッカーその
ものはつまらないかもしれませんが、いいサッカーというのは、
将来経験できることです。もともと勝ち負けを決めるのがスポ
ーツですから、勝ちを求めずにやってはいけないと思います。で
すから、顧問の皆さんには、生徒たちの心に火をつけていただ
きたいのです。
　というのは「勝たせたい」という思いから、顧問の皆さんは練
習の中で戦術や技術の向上を求めていると思いますが、この「勝
ちたい」という思いを本当に理解しているのでしょうか。真剣勝
負の試合の中では、練習でやっていたこととは違うものが出てく
るものです。そういうときに、選手にどう判断させ、何を求めて
いるのでしょうか。
　８０分走りきるのは当たり前です。その上で指導者は生徒たち
に、冷静なメンタリティと強いフィジカルを求めているのでしょ
うか？　どう勝負を意識させているのでしょうか？　そういうこ
とを感じさせてくれるチームは本当に限られています。勝負にこ
だわっているチームが増えれば、その厳しい環境の中で高い技
術が求められると思うのです。そして、そこから日本代表選手が
出てくるのです。
　現状では、これらを求めていくことは難しいと思います。顧問
の皆さんはサッカーの楽しさや勝つ喜びなど、伝えたいことは
たくさんあるでしょう。しかし、この３年間終わって、生徒たち
に何が残っているのでしょうか。私としては、生徒たちに勝負の
厳しさを知り、さらにサッカーを続けていってほしいと願ってい
ます。３年間終わっても「まだまだ伸びる」「まだまだ上手くなる」
という思いを持っていて欲しいのです。
田中　ありがたい言葉ですね。
河本　我々の頃は、浦和の高校が本当に強かった。結果として、
高いものを求めていました。故池田久先生が「埼玉は強くないと
いけない」とおっしゃっていましたが、そういうことも思わせる
ことも大事だなと思っています。ヨーロッパ選手権を見ていても、
どの国の選手も「俺たちのサッカーが一番だ」というプライドを
持ってプレーしています。そういう思いを、全国優勝を経験した
人が伝えていってほしいのです。

「もっとコミュニケーションを」（田中）

田中　ありがとうございます。先日、埼玉新聞のコラムに「勝利
へのこだわり」と書いたのですが、河本先生がおっしゃった「勝
ちへのこだわり」に繋がっていることをうれしく思っています。
　それで現状というか……昨年、インターハイ予選も選手権予
選も、決勝は浦和東と武南の対戦となりました。どちらも浦和
東が勝ったのですが、野崎さん（正治氏）から「大山先生（照人氏）
と話をしたいから、一緒に食事に行こう」と誘われました。野崎
さんとしては、大山先生から「どうやれば勝たせることができる
のか」を聞きたかったんですね。その場で二人は、それぞれの
準決勝、決勝で何をしたのか、何を考えていたのかを話しました。

「あのときはこう考えていた」「あそこでは、こんなことも考えて
いた」……と。そのやりとりを聞いて、自分はまだまだだなと思
いました。現状では埼玉のトップの二人です。その二人が半年前
から、いや３年間をかけてどう準備しているのか。ゲームの戦術
だけでなく、野崎さんであれば１年生のときからお弁当のチェッ
クをするなどして、逆算して育てています。でも、まだ選手権で
勝てていません。
　そこで、まだ企画の段階ですが、埼玉の代表チームが全国で
勝てるよう、指導者間で、もっとコミュニケーションをしていこ
うと考えています。手の内を教えるというのは、教えた方はその
上を行かなければいけませんから、本当に大変なことです。そ
の第１回目の講師として野崎さんにお願いしようと思っています。
チーム作りの考え方や具体的なトレーニングなど、浦和東だけ
の秘密にするのではなく、県内の指導者の皆さんに幅広く聞い
ていただきたいと考えています。それで刺激を受けていただけ
れば幸いです。次には大山先生や、守屋さん（保氏・西武台）に
も出ていただきたい。自分が聞きたいからではないですよ（笑）。

「ここまでやるんだ」というのを知ってほしいのです。それで埼
玉全体のレベルが上がればいいのです。繰り返しになりますが、
教える方はさらにレベルアップしなければいけません。だから「勝
ちにこだわる」必要があるのです。
　先日、選手権の反省会のときに横山専務理事に「埼玉の高校
サッカーを復活させるにはどうすればいいのか」とお聞きしまし
た。若手の指導者の育成だとおっしゃっていましたね。この講習
会には、３種の指導者にも声をかけたいと思っています。今、県
中体連の専門委員長が武南の後輩でもある谷地田くん（昌史氏・
さいたま市土呂中）なので、３種との交流をしたいと考えていま
す。２種だけがんばっても繋がりません。また、３種には４種と
もっと交流してほしいですね。

——SFAとしても、２種の若手指導者講習会を行ってきました。
Ｊリーグの監督経験のある指導者の皆さんを招いてディスカッシ
ョン方式でやっていたのですが、出席率が悪かったようで、昨年
度は開催されませんでした。

田中　レベルが違い過ぎたと思います。講師の皆さんはプロで
すよね。こちらは学校の顧問ですから、環境も違います。やはり、
県内の指導者は、県内でどうしたのかを知りたいですし、それを
学びたいと思っています。また、県内の指導者だと近い存在と
いう意識もあります。

河 本 　 弘
県高体連サッカー専門部長
（大宮東高校・校長）

田中龍太郎
県高体連サッカー専門委員長

（大宮南高校）

×

　今年度、田中龍太郎氏が県高体連サッカー専門委員長に就任されました。そこで、ＳＦＡで長く強化対策委員長
を務めていただいた河本弘・県高体連サッカー専門部長と、埼玉の高校サッカーの現状とこれからを語っていただ
きました。

河本　弘氏
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カー」を生徒や保護者の皆さんに話すことが必要かなと思って
います。サッカーの奥深さや歴史的なことをね。私自身、昔あ
った「プライドオブ埼玉」を経験させてもらった一人です。今も
持っています。それが情熱になっています。今の生徒たちには高
校時代に、その思いを味わわせてあげたい。だから欲しいのは、
結果なのです。
田中　これは、私的な思いですが、選手権で優勝した翌年、私
ともう一人で優勝旗の返還に行きました。チームとして“全国”
に行けなかったことは寂しいもので、以来、そこにこだわってい
るんです。確かに「世界」もあるけれど、埼玉県を強くしたいん
です。埼玉に育ててもらって、優勝も経験させてもらったんです
から。

「別にプリンスリーグにチームを出さなくても
いいかなと」（田中）

——そういう思いを伝えていかなくてはいけませんね。

河本　感じてほしいよね。
　そう、今年のＳリーグ（Ｕ−１８リーグ）は楽しみですね。高校
が全部揃っているから本当に楽しみです。いろいろと制約がある
高体連ではありますが、リーグ戦は必要です。そのためには多
くの関係者の皆さんに理解していただくことが大切です。校長と
いう立場から言うと、学業のこともあるのです。でも、３年間の
中でサッカーを楽しんでほしいですし、同時に覚悟もしてほしい
のです。
田中　その延長にある今年の埼玉の代表は楽しみです。県内で
相当、切磋琢磨しています。ここで勝ち方を覚えて、全国大会
に行ってくれればと思っています。プリンスリーグに行くと、ど
うしても負け慣れてしまうようなんですね。
河本　負け続けると、メンタル部分で幼さが出てしまうのでしょ
う。でも今年は、どのチームも勝つことに飢えています。
田中　今年、この流れで埼玉の代表が全国で優勝したら、「これ
でいいかな」と思っているんですよ。別にプリンスリーグにチー
ムを出さなくてもいいかなと。
河本　信じてもいいですね。今年はチャンスです。結果が出れば、
それでもいいんですよ。エリート養成としてプリンスリーグは必
要でしょう。「あそこまでやれるんだ」というステージを用意す
ることは大事だと思います。しかし、チームにも個人にも参加す
る、しないを選択する自由もあるのです。
田中　来年度から、リーグや各種大会のやり方を変えていこう
と思っています。今年の結果も楽しみですが、来年度またどうな
るかも楽しみなんです。これで今よりも悪くなったら、部長と一
緒に辞めさせてもらいます（笑）
河本　自由にやってください。お任せしていますから（笑）
　
——県内にいてレベルアップできれば、言うことはありません。い
い取り組みを期待しています。本日は、ありがとうございました。

「あれは高体連にしかない“美学”」（河本）

——リアリティが無かったということでしょうか。

河本　いや、サッカーだけのことを考えたら、もう高体連は主
力ではありません。これまで続いている学校体育の中で行われ
てきたサッカーでしたが、プロ化されて環境が変わりました。そ
して、世界に通用する仕組み、文化ができつつあります。ときど
き、日本のサッカーにおいて、高体連は邪魔な存在なのではと
考えることがあります。なぜならば高体連には制約が多いからで
す。しかし、今年の選手権で市立船橋が優勝しました。あのと
き、試合に出られない３年生が、試合に出る選手たちに「同じ気
持ちで戦っているぞ」と声をかけていましたが、あれは高体連に
しかない“美学”です。この美学を追究しながら、技術も追求で
きれば高体連にも価値があると思うのです。そこに賭ける情熱、
こだわりを堀り下げていくしかないのです。
　もうこの年代のサッカー環境は、序列化されていることを認
めるべきです。やはり、指導者にはプロのスタッフがいることが
理想です。でも、高体連としては、文化として根付いているもの
を根幹として、サッカーを通じての人間形成、そして勝利へのこ
だわりを求めていきたいものです。そのためには、この年代でも
大人と同等のことをしないといけないのです。

——高体連、街クラブ、そしてＪクラブと、子どもたちにとっては
選択肢が増えているということですね。その子どもたちですが、
香川や本田、長友に続きたいと４種年代から「世界」を意識し始
めています。

田中　先日のオマーン戦を、森田
さん（洋正氏・川口北高校）と一
緒に観ていましたが、日本のスタ
メン発表の際、選手の所属のほ
とんどが海外のチームでしたね。
僕らは「ダイヤモンドサッカー」
を観て育った世代ですが、あのと
き観ていたブンデスリーガのチー
ムに所属している選手があんなに
出てくるとは。森田さんに「時代
は変わりましたね」と言ったんで
す（苦笑）
河本　２種では「世界」という話
はなかなか出ませんね。夢と現実をわかってきた年代だからでし
ょうか。
　ただ、私などは年齢を重ねることで、未だサッカーに関わって
いられる喜びを感じています。今、シニアが脚光を浴びていま
すが、いきなりシニアにはならないんですね。続けていくからシ
ニアの年代になってもサッカーができるのです。ずっと、サッカ
ーの深みを学んできているんですね。その深みの部分に関して
は、まだ日本はプロができて２０年。これからさらに続けていく
ことで、歴史的な話が出てくるのです。それが深みとなり、また
サッカーの楽しさを増してくれるのだと思いますね。だから、高
校生にならないとわからない話もあるのです。
　でも、指導者としては、教え子が世界に出て行ってくれること
は夢ですね。
田中　「海外」という夢は、本人が思っている分ではいいと思いま
す。僕らとしては、現状からいって「今、やるべきことをやれ」と
言うしかないですね。野崎さんだって、永嗣（川島永嗣・リールセ）
が、あそこまでになるとは思っていなかったと思いますよ。まず
は、人として世界でも通用する人材になって欲しいという願いは
あります。
河本　今、万人が「監督」になっているじゃないですか。特に保
護者の皆さんですが。だから、自分たちの試合だけでなく、「サッ

田中龍太郎氏
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「日本で勝つだけではなく、
世界で戦える人材を育てていきたい」

　昨年の高円宮杯（Ｕ−１５）に出場でき、ベスト８に入りました。
この高円宮杯が、プレミアカップの予選も兼ねており、昨年の１２
月時点で出場できる可能性はわかっていました。実際には２月９
日に、高円宮杯で準優勝した柏レイソルとの代表決定戦で、１—０
で勝利し、出場権を獲得しました。
　今回、アルディージャの育成組織としては、初めて全国大会の
決勝に進むことができました。一つ、“壁”を破ることができたこ
とをうれしく思っています。それも３日間で５試合、それも負け
たら終わりというトーナメントでしたので、チームとしても選手個
人としても経験値が上がりました。実はその翌日は戻ってすぐに、
浦和レッズさんとの関東リーグがあるというハードスケジュールで
したが、選手たちはよくやってくれました。
　決勝に向けて、私自身は緊張していなかったのですが、選手た
ちは冷静さを失っていました。私としては、選手たちからプレッ
シャーを取り除く能力を持たなければいけません。常に冷静にな
って、プラン通りにプレーできるかどうかというのが、課題として
見えたことです。実は初戦も過緊張していたのですが、その後の

「勝利は埼玉で揉まれたことで生まれたパワーから」

　２００４年にスクールという形で始め、「大会に出たい」という子
どもたちの声に促され登録して、まだ１０年になりません。このよ
うな成績を残せるようになったのは、ここ数年です。振り返れば、
行った先々で、他のチームから「レジスタってどこ？」と言われた
子どもたちが自分たちから「誇りを持てるチームにしたい」と言い
出したしたからでしょうか。正直、私自身、子どもたちの取り組み
を見て「真剣にやらなくては」と思ったものです。
　これまでの指導の中で思うことは、「継続する力」を持たせるこ
とが大事だということです。サッカーそのものを継続する力はも
ちろん、「やるからには勝ちたい」という思いを持続させること、
それも自発的にできるようになるかが大事だと思うのです。
　セレクションはしていないものですから、個々の力量には幅が
あります。ですから料理に例えると、最初から作るものを決めて
かかるのではなく、一人ひとりの「素材」を見て、何を作るか、ど
うするかを判断するようにしています。特徴を見て、その子の将
来を描き、そこから逆算して今、何が必要か、です。ですから、
その子にとって、そのときそのときで必要なことを伝えるよう努
めていますし、できる子にはちょっと上のレベルを求めています
ね。あとは大会に臨む際には、前年の試合の映像を見せて「これ
以上、やってみよう」と働きかけています。出た選手も残ってい
ますし、気持ちの部分も大きいと思いますね。
　さて結果ですが「ダノンネーションズカップ２０１２ in JAPAN」
は、子どもたちの能力に驚きました。「世界大会に出たい」という
思いを持って初めてトライしましたが、こんなに集中できて、パワ
ーを出せるものかと思ったものです。
　「ＪＡ全農杯チビリンピック」（８人制）は、本大会以前に関東
大会がありました。同じ組に東京都１位の府中新町ＦＣさんがい
ましたが、初戦でヴァンフォーレ甲府と対戦して引き分けたこと
でリズムを崩してしまったようです。府中新町ＦＣさんがうちとの
試合が初戦だったら、また変わっていたかもしれません。そうい

ＪＦＡプレミアカップで、惜しくも準優勝！
〜大宮アルディージャジュニアユース　伊藤彰監督に聞く〜

「ダノンネーションズカップ2012 in JAPAN」、
「ＪＡ全農杯チビリンピック」ともに優勝！

〜レジスタＦＣ　金杉伸二代表に聞く〜

試合では落ち着いていたんです。それが決勝はやはり違ったので
しょうか。私自身、人心掌握としてモチベーションを上げさせる
指導が必要だと感じました。
　決勝ですが、ガンバ大阪さんはパワフルでした。チームとして
の力は歴史の差だと思いました。ただ、我々が続けてきたポゼッ
ションサッカーは多くの方々に評価していただきました。実際に
は１—４となりましたが、大差となる力関係では無かったと思い
ます。ただ今回の結果についてはガンバ大阪さんの力をリスペク
トし、次の機会にリベンジする目標を持てたことがよかったと思
っています。
　全体的に我々としては、個と組織が機能したサッカーができま
した。これは、今のチームの成果だけではなく、これまでやって
きた１０年の成果です。特に今の３年生は、ジュニアを立ち上げた
ときの一期生です。今後も、世界のトレンドをいち早く子どもた
ちに浸透させることで、日本で勝つだけではなく、世界で戦える
人材を育てていきたいと思っているところです。

JFAプレミアカップ2012	supported	by	NIKE
５月３～５日　J-GREEN堺
決勝
ガンバ大阪ジュニアユース　４—１　大宮アルディージャジュニアユース

う巡り合わせのよさもあり、本大会に出場できたと思います。本
大会を振り返ると、１２分×３ピリオドの試合に登録メンバー１６人
全員が出場するのですが、この年代はある水準を満たした子ども
が１６人以上いてくれたことで成し遂げられた優勝だと思います。一
人、二人くらいが突出していても勝てる大会ではありません。
　どちらにも言えることですが、埼玉で揉まれたことで生まれたパ
ワーはすごいと思っています。埼玉に感謝すると同時に、今後もい
い指導をしていきたいと思っています。ありがとうございました。

ダノンネーションズカップ２０１２	in	JAPAN
３月３１日、４月１日　駒沢オリンピック公園
決勝　　レジスタＦＣ　２—０　セレッソ大阪Ｕ−１２
※優勝したレジスタＦＣは９月にポーランドで開催される世界大
会に出場する。

ＪＡ全農杯チビリンピック
５月４日、５日　日産スタジアム
決勝　　レジスタＦＣ　３—０　シーガル広島

（写真提供／レジスタＦＣ）

ＪＡ全農杯チビリンピック優勝
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大会結果
～詳細は各連盟のホームページをご覧下さい～

１種
第２回１種選手権大会
決勝　３月１８日　熊谷スポーツ文化公園陸上競技場
パイオニア川越　６—３　ＡＣアルマレッザ飯能

第４１回全国自治体職員選手権大会　埼玉県予選
決勝　５月２６日　堀崎公園サッカー場
さいたま市　２−０　所沢市

２種
高校サッカー関東大会埼玉県予選
決勝　４月２９日　埼玉スタジアム第２グラウンド
武南　４−３　正智深谷
　　　　　（延長）
※武南は１０年ぶり１６回目の優勝

高校サッカー関東大会埼玉県予選報告
埼玉県高体連サッカー専門部技術委員　山崎　稔（入間向陽高校）

　４月１４日から２９日にかけて栃木県で行われる関東大会の出場を
かけた平成２４年度最初の公式戦が行われた。
　今年は高体連から関東プリンスリーグに出場していないために真
の埼玉のチャンピオンを決める大会となった。
　その激戦のなか、出場権を獲得したのは優勝した武南高校と準
優勝の正智深谷高校であった。決勝戦は攻守の切り替えが速く、ス
ピード感溢れる試合を展開し、見ごたえのある試合となった。
　武南は勝ち上がるにつれてチーム状況が上向きになり、試合を重
ねて仕上がっていった印象がある。昨年よりレギュラーの鈴木を中
心にリズムよくボールを動かし、両サイドハーフを高い位置に張らせ
ピッチを大きく使いサイド攻撃を仕掛け、特に左サイドの室崎を絡
めた攻撃は破壊力がある。守備も選手を入れ替えて安定感が増し
た。CB の三浦の高さは攻守に存在感を示していた。試合を通して
チームを成長させた大山監督は、本大会に向けて更なるレベルアッ
プをしてくると思われるだけに楽しみである。
　正智深谷は浦和東戦こそ自分たちのサッカーが出来なかったが、
少ないタッチ数でボールを動かしサイド攻撃を仕掛けるサッカーは
見応えがあった。中盤の木暮、清水が攻守の中心で豊富な運動量
で中盤を構成し、ゴール前の多彩な攻撃力は質の高さを感じさせた。
小島凌、オナイウなどのスピードに乗った攻撃は質が高い。守備も
安定しておりその中心は CB の小島圭貴で高さがあり、リーダーと
して守備を統率し、チームをまとめていた。

決勝　さいたま市 vs 所沢市

決勝　武南 vs 正智深谷

　出場権を獲得した２校に準決勝で敗れたのは、新人戦王者の西
武台高校と浦和東高校だ。
　西武台高校は攻守にタレントが揃っている。最終ラインからパス
をつなぎ、小布施にくさびのパスを繋ぎサイド攻撃を仕掛ける。両
サイドの選手の速さとゴール前での数の少ないタッチ数でのパス交
換、またアイディア豊富な攻撃力は全国の舞台で見たいものだ。さ
らに、垣内・川又を中心として守備陣も高さや1 対 1も強く安定し
ている。
　浦和東高校は新チームのスタートの遅れが原因なのかチームとし
ての完成度は低いという印象があった。それでもベスト４に勝ち上
がってくるのはさすがとしか言いようがない。よく鍛えられた体で、
前線からの厳しいプレス、１対１の守備力やヘディング力は準決勝
で対戦した正智深谷を圧倒し形を作らせなかった。特に CB 大場
の身体能力には高いものを感じた。
　西武台、浦和東ともに力があるチームだけに総体に向けてどのよ
うに仕上げてくるか非常に期待が持てる。
　上位には進出は出来なかったが、本庄第一のサッカーに質の高さ
を感じた。攻守の切り替えが速く、非常にアグレッシブなサッカー
を展開する。攻撃から守備への切り替え時のファーストディフェンダ
ーの決定が速く、他の選手もしっかりとしたポジションを取り、役
割を明確にしてチームとして守備をしていた。攻撃への切り替えも
速く、少ないタッチ数でボールをつなぎ多くの選手が関わって攻撃
を仕掛けてくる。攻守共に質の高さを感じた。課題はそのサッカー
を一試合通して行えるスタミナだと言う印象を受けた。
　全ての試合を観戦したわけではないが、県予選に出場しているど
のチームも非常に守備の意識は高いと思う。FW の選手でも常に守
備の意識を持って試合に臨んでいるように感じた。守備への切り替
えの速さや３ラインのブロックの形成などはよくトレーニングをさ
れているようだ。しかし、中には選手の役割が明確になっていなか
ったり、正しいポジションがとれていないため、ボールの奪いどこ
ろでしっかりと奪えない場面が多く見られた。そこが上位に進出す
るチームとの大きな差だと思う。
　また、球際の激しさやヘディングの競り合いもよく意識はしてい
るが、手が多く使われている場面が見られた。試合の流れを左右す
る状況も見られたので、埼玉全体の質の向上という部分から見れば
正しい技術を身につけさせる指導の必要性も感じた。
　また大会初日は雨天の中、非常にグラウンドコンディションが悪
いなか試合が行われた。しかし、そのような中でしっかりと、蹴る、
運ぶ技術を身につける必要性も感じた。
　代表になった武南高校と正智深谷高校には、栃木の地での活躍
を期待したい。

学校総合体育大会	兼	全国高等学校総合体育大会	埼玉県予選
決勝　６月２４日　埼玉スタジアム第２グラウンド
武南 ０−２ 西武台
※西武台は２年ぶり５回目の優勝、高校総体は２年ぶり８回目の
出場。武南は２年連続１９回目の高校総体出場。

準優勝　武南高校

優勝　西武台高校
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第５５回関東高等学校サッカー大会
６月２日～４日　栃木県グリーンスタジアム他

Ａグループ
１回戦　矢板中央　１−２　武南
準決勝　藤沢清流　１−０　武南
Ｂグループ
１回戦　水戸啓明　０−８　正智深谷
準決勝　正智深谷　４−１　船橋北
決　勝　共愛学園（群馬）　１−３　正智深谷
※正智深谷は３位入賞した ３種

第２７回日本クラブユースサッカー選手権(Ｕ−１５)大会・
埼玉県予選
決勝　６月１０日　NACK5スタジアム大宮
FC KASUKABE　２—０　HAN FC
※上位７チームが関東大会に出場

４種
第３６回全日本少年サッカー大会埼玉県予選
決勝　６月１７日　埼玉スタジアム第２グラウンド
新座片山FC　３−１　江南南サッカー少年団Ａ
　　　　　　　　　（延長）

決勝　新座片山ＦＣ VS 江南南サッカー少年団Ａ

優勝　新座片山 FC

決勝　正智深谷 VS 共愛学園

準決勝　正智深谷 VS 船橋北

Ｂグループ１回戦　正智深谷 VS 水戸啓明

準決勝　武南 VS 藤沢清流

Ａグループ１回戦　武南 VS 矢板中央

高校総体予選決勝　西武台 VS 武南
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女子
第１７回埼玉県女子ユース（Ｕ−１５）サッカー大会
決勝　４月３０日　越谷しらこばと陸上競技場
エルフェン狭山マリ　１—０　大宮FCエンジェルス０５

平成２４年度学校総合大会埼玉県大会
決勝　５月１２日　本庄第一高校
本庄第一　２—１　久喜
※優勝した本庄第一は関東大会に出場

本庄第一高校

決勝　大東文化大学 VS 久喜高校

準決勝　本庄第一 VS 湘南学院１回戦　本庄第一 VS 鹿嶋学園

写真提供：県シニア連盟

決勝　本庄第一 VS 久喜

第１回関東高等学校女子サッカー大会
６月２日～４日　栃木SC宇都宮フィールド他
１回戦　本庄第一　３−０　鹿島学園
準決勝　本庄第一　１−４　湘南学院
※本庄第一が初の高校総体に出場する

第３２回埼玉県女子サッカー大会（レディースの部）
決勝　６月１７日　上里宮グラウンド
FC B．B　６—０　上里女子FCパワーズ
※上位３チームが関東大会に出場する

ガールズサッカー埼玉カーニバル２０１２
決勝　６月１７日　さいたま市八王子サッカー場
埼玉県南部地区トレセン　１−０　埼玉県北部地区トレセン
　　　　　　　　　　　　　　　　（延長）

シニア
埼玉スーパーシニアＯ−７０サッカー大会
５月２３日　埼玉スタジアム
埼玉県（パルス） ６—２　群馬県
埼玉県（パルス） ４—１　神奈川県
埼玉県（混成）　　 ２—０　千葉県
埼玉県（混成）　　 ３—１　神奈川県

第１２回全国シニア（６０歳以上）サッカー大会
準決勝　５月２８日　藤枝総合運動公園
埼玉シニア６０　０—１　浜松怪童クラブ
※優勝は浜松怪童クラブ

全国シニア（７０歳以上）サッカーフェスティバル
５月２６日～２８日　藤枝総合運動公園
Bグループ
埼玉シニア７０　２—０　清水
埼玉シニア７０　５—１　熊本
埼玉シニア７０　６—０　函館
※埼玉シニア７０がグループ優勝

フットサル
第２８回全国選抜フットサル大会関東大会
５月２０日　山梨県小瀬スポーツ公園体育館
Ｂブロック代表決定戦
埼玉県　４−４　群馬県
　　 　　　（５PK６）

※関東代表は山梨県と群馬県

第３２回埼玉県女子サッカー大会（一般の部）
決勝　６月２４日　埼スタ第３グラウンド

大東文化大学　８−１　久喜高校
※優勝した大東文化大学は関東大会に出場する
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●暑さの夏が近づき、熱い戦いを予選で行われ、
全国優勝の厚い壁に向かっていることと思いま
す。「あつさ」に負けないで頑張って下さい。（坂
庭）
●６月中旬、数時間のうちに左足を５ヶ所も蚊
にくわれました (T_T)。夏はまだまだだと思っ
て油断していました。早急に蚊対策をしなけれ
ば！（こいち）
●決算もＷ杯予選２試合も終わり、少しだけ一

の時期ですが、お酒に呑まれないよう要注意！
と自分に言い聞かせている今日この頃です…
…。早速先日呑まれてしまいましたが（笑）。 

（佐々木）
●髙橋事務局長、栗島さん、宮田さん、お疲
れ様でした。そして、ありがとうございました。
とはいえ、今後ともご指導ください。よろしく
お願いします。（荒川）

息ついています。義兄が代表戦を観に行った話
になって、いつ来たの？　と聞いたら、オース
トラリアへ出張があり急遽現地観戦を！アウェ
イだったとは……。（かのう）
●最近よく「太った !?」と会った瞬間にストレ
ートに言われます。ただ、まれに「痩せた？」と
言っていただける方、ありがとうございます。（小
豆澤）
●夏です！　色々な場面で飲み会が多くなるこ

インフォメーション
●２０１２	FIFA	U−２０女子ワールドカップ、開催
　８月１９日より「２０１２FIFA U−２０女子ワールドカップ」が日本
で開催されることになりました。埼玉でも、新装となった浦和駒
場スタジアムで８試合が開催されます。

８月１９日	 １５：００　ブラジル  vs  イタリア
 １８：００　ナイジェリア  vs  韓国

８月２２日	 １５：００　ブラジル  vs  ナイジェリア
	 １８：００　イタリア  vs  韓国

８月２７日	 １６：００　中国  vs  ガーナ
	 １９：００　カナダ  vs  北朝鮮

準々決勝	
８月３１日	 １６：００　グループＤ１位  vs  グループＣ２位
	 １９：３０　グループＣ１位  vs  グループＤ２位

　また、オフィシャルスローガンが、「HOPE LEADS.」（日本
語表記：「希望が、みちびく。」）に決定しました。ぜひ、駒場に
足をお運びください。

●JFAキッズ（U−６）サッカーフェスティバル２０１２開催
　５月２０日に、埼玉スタジアム第３グラウンドにおいて、「JFA
キッズ（U−６）サッカーフェスティバル２０１２」が開催されました。
５７チーム、８４０名の子どもたちが元気にボールを追いかけてく
れました。芝の上でのサッカーはどうでしたか？　ぜひ、もっと
サッカーを好きになってください！

●SFA公式ウェブサイトがリニューアルしました！
　長年、SFA の顔として親しまれてきたＳＦＡ公式ウェブサイト
が、この４月からリニューアルしています。今後は、「ＳＦＡ ＮＥ
ＷＳ」も合流し、県内の様々なサッカー情報をお知らせしてまい
ります。今後ともよろしくお願いします！
http://www.saitamafa.or. jp/

●平成２４年度　市町・種別審判委員長会議開催
　７月１日、さいたま市民会館うらわにおいて、「市町・種別審判
委員長会議」が開催されました。全県から４１名が集い、岡田泉
委員長からの全国審判委員長会議報告、ＦＩＦＡから通達のあっ
た競技規則の説明（http://www.jfa.or.jp/match/rules/pdf/
law_soccer_１２０６２４.pdf）、ＳＦＡ審判委員会内の競技部、指
導部、インストラクター部、そしてフットサル・ビーチサッカー
部から活動報告がありました。
　全国的な大きな課題として、審判員のモラル向上が訴えられ
ました。１９,０００人強と全国の約１２万部の１にも匹敵する審判員
を抱える埼玉県としても、一人ひとりの更なる自覚が求められま
した。またＳＦＡとしては、女子のゲーム増に伴っての女子審判
の増加と若い審判員の育成が急務と掲げられました。
　競技部からは「実働としてあと１００名は必要」という具体的な
話も出ました。またインストラクター部からは「各市町ＦＡにイ
ンストラクターを一人配置したい」という目標を引き続き掲げら
れました。
　グループワークでは、各市町協会における委員会活動の状況
が話し合われ、やはり市町協会内で１種から女子、シニア、そし
てフットサルの連携が求められました。

●駒場スタジアムの名称が変わりました
　～浦和レッズオフィシャルウェブサイトから抜粋～

　浦和レッズは、３月３０日に、さいたま市が所有する「駒場運動
公園競技場及び補助競技場」のネーミングライツ（命名権）を獲
得することでさいたま市と基本合意しておりましたが、６月1日、
正式契約を締結しました。
　今般のネーミングライツ契約の締結が、スタジアム機能の維
持・向上に繋がると共に、サッカーをはじめとするスポーツの振
興と「サッカーの街・浦和」の活性化に結びつくよう、さいたま
市と連携を密に取り組んで参ります。

【スタジアムの新しい通称】
 競技場：日本語表記　「浦和駒場スタジアム」
 　　　　英語表記 「URAWA KOMABA STADIUM」
 補助競技場：日本語表記 「レッズハートフルフィールド駒場」
 　　　　英語表記 「REDS HEART-FULL FIELD KOMABA」
 

【契約締結日】２０１２年６月１日
【契 約 期 間】２０１２年６月１日～２０１５年３月３１日
【新しい通称の使用期間】契約期間と同じ
※７月１５日（日）には、リニューアルオープン記念イベントが開
催されます。詳細は、http://www.urawa-reds.co.jp/ まで。




